
言脛

３年 白
川
］

ぷ.392

iH･ぷ

みぶ総合産業まつり

一万人で賑わう

　第９回みぶ町総合産業まつりが総合運動場におい

て11月３日、約１万人の人出で賑いました。

　今回は、特に野菜に人気が集中。また、ウルトラ

クイズもたくさんの参加者があり盛況でした。
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23

多数の来賓を迎え

、

新年祝賀式を行う

自治会連合会と明長の懇談会「明長さんこんにち

は」が壬生地区で、また17日稲葉地区

、18日南犬

飼地区で行われる

成人式を行い６６７名の新成人を祝う

姉妹都市水□明から「青年国内研修

」の12名来町
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田辺成洋さん（原坪）が県農業青年研究大会の意

見発表で知事賞に輝く

太田昌宏君（壬生小１年）が「明るい選挙啓発コ

ンクール」で大臣表彰され役場で伝違式行ｫ⊃れる

町民網引き大会に32チームが参加

========㎜㎜=㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿㎜㎜==J=========壬生町総合振興計画後期計画（３～７年度）策定

第‘1回定例議会

議圖ケ丘ふれあい広場に天体観測ドームガ完成し

　「菓を竟るつどい」を開催

学級・講座生による公民館まつり行われる

壬生小学校の体育館・フール工事が完成

東雲（しののめ）の「桜まつり」にぎわう
㎜㎜======㎜㎜㎜㎜皿㎜===============

新英語指導助手（ＡＥＴ）にアンドルー・ミルバ

－ン・ストーンさん（英国）着任。

須釜一雄さん（星の官）国勢調査で総務庁長官表彰

春の叙勲で星　佐一郎氏（城内）が勲五等双光旭

日章、臼井　武氏（中泉）が勲六等瑞宝章を受章

㎜㎜㎜㎜㎜-㎜=㎜㎜㎜㎜㎜㎜公民館講座の合同開講式行う

中東土地改良区の竣工式行われる

第･1回卓球大会に60名の愛好者が参加

第･1回昭民ゴルフ大会を開催

========㎜㎜=㎜㎜㎜皿-㎜===============環境美化キャンペーンにのべ3､889人が参加

第刎回生涯学習推進準備委員会を開催

第２回定例議会。議長に青柳健吾氏、副議長に大

山章一氏が就任

安塚南原雨水対策及び道路改良並びに水道管敷設

事業を同時施工

壬生中第２体育館工事始まる

安塚小の校庭整備造成工事始まる

=====㎜㎜=㎜㎜㎜㎜皿㎜--J=============聖地公園第一期造成780区画の墓園使用者を募集

し、８月から使用開始

南犬胴中が学校安全活動で内閣総理大臣表彰

青少年健全育成田丿民のつどいを開催

郡民体育祭が本司］で開催（壬生明総合３位）

資料館の第３回特別展「科学者レオナルド・ダ・

ウインチ展」を開催

===㎜=㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿㎜J-皿======消防団の夏期点検が総合運動場で行われる

新ＡＥＴキャサリン・ウィレンスさん（英国）着任

ディ・サービスセンター開設

酸葉幸枝さん(宇女商２年、壬生下馬木)ガアジアｉ

環太平洋ジユニ戸空手道還手権大会に出場

壬生クラブガ関東の年野球大会|こ初優勝
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ふるさとまつり、ミュージックフェスティバルに

３万人が楽しむ

壬生レッド、北関東大会で優勝

県議会土木委員会が東雲橋を現地調査

船越光子さん（壬生高２年、舟町）は世界女子レ

スリング大会75kg級に出場し４位入賞
==㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜=-=㎜=㎜㎜㎜皿======㎜㎜㎜=-===㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿-======㎜㎜㎜=======㎜㎜㎜-㎜====･
町長の高齢者訪問行う

第３回定例議会

第７回みぶ文化教室（7

.14.28日の３日間）

藤井小、羽生田小のフール工事始まる

健康ふくしまつりに2

､500人が訪れる。また､保健

・福祉事業の功労者を表彰

道路環境美化で睦地区コミュニティ推進協議会と

市川太一さん（下表町）が建設大臣表彰

第16回交通安全EI民大会を開催

第一次海外行政視察団22名が、オランダ、ドイツ

を歴訪

　　　　　　　　==========㎜=㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜-㎜===㎜㎜㎜㎜㎜㎜-㎜=㎜㎜㎜㎜㎜皿㎜㎜㎜㎜㎜
壬生中嘉昭道拡幅改良工事測量始まる（幅員10m）

安塚駅東町道（竜巻災害被災地内）拡幅改良工事

の測量開始

第４回老人スポーツ大会を行う

壬生町文化祭を１が月にわたり開催

安塚地区コミュニティ推進協議会が設立10周年を

迎え、記念式典を行う

第１回生涯学習ふるさと学習会を５地区で実施

資料館第５回企画展「瓢とくらし」を開催

第１回フ：ヌフミリー体育祭に58自治会が参加し上稲

葉が優勝

なお、開会式で体育功労者（団体16､個人46）を表彰

自治功労者18名を表彰

壬生高校創立30周年記念式典行われる

清水助長、オーストラリア、ニュージーランドを

行政視察
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第･1回青年国内研修10名が姉妹都市水□町を訪問

秋の叙勲で佐藤三郎氏（城内）が勲五等双光旭日

章

、
檜井章三氏（伸通町）が勲五等瑞宝章を受章

総合産業まつりに･1万人が来場

壬生町生活改善クラブ協議会設立30周年記念大会

及び記念パ

ーティを開催

壬生東小学校創立30周年記念式典を行う

安塚小学校の校庭整備造成工事完成

教育文化祭式典を壬生中央公民館で行う

藤井橋の測量設計が完了し

、
建築工事始動

㎜㎜㎜㎜㎜皿㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿皿㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜=㎜=㎜㎜㎜㎜皿㎜J===㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿㎜=㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿㎜皿-㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿皿㎜

消防団の通常点検壬生小で実施

安塚バイパスの二期工事始まる

。

完成は平成５年

予定

第４回定例腫会

生涯学圖町民のつどい開催

第フ回自治会対抗駅伝大会を行う

車塚歩道橋が完成
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執行状況（n＝こH=9）

　　　　　予算現額

　歳　入　　84億7,578万8千円

浦］（回

｀゛｀　　　　　　　　　゛（49億1,457万1千円）

　　　.IJ　　17億8,800万円地方父付税（12億3,288万8千円）

　回　虞　　　　3億6,231万9千円繰越金

（3億6,231万9千円）

使用料及び

　手数料
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　町の財政がどのように運営され、どのような状況にあ

るかを町民のみなさんに知っていただくため､「財政状況

の公表に関する条例」に基づき、年２回公表しています。

　今回は、平成３年４月から９月30日までの上半期の状

況をお知らせします。

１０

（９月30日現在）

20

　2億8,844万3千円

（2億4,579万6千円）

　目　　　　　　　　2億7,895万6千円県支出金

（　5,355万7千円）

　゜　　　　　　　2億7,191万2千円繰入金
（　　ｏ,）

　　　≡　　　ヽ　　2億5,300万円地方譲与税

（　3,968万6千円）

Ξ　　　　　　　　　2億2,378万6千円諸収入

（　8,778万5千円）

　　　　　　　　1億9,982万6千円国庫支出金

（　6,230万2千円）

・　　　　　　　　7億　839万4千円?t･の他

（3億4,008万9千円）

一
　
一

串
　
奉

金
税
金
入

付
得
交
取
　
収

割
車
付

子
動
　
産

利
自
交
財

分担金及び負担金

べ
：
に

て
∴
い

肘
；
に

69％

85.2％

19.2％

O％

15.7％

39.2％

31.2％

町税(収入済額)の

　　　うちわけ

都市計画税7.6％

!憧8,974万5千円ヽ

軽自動車税1.3％

25億

1億ﾌ,000万円　（　　ﾌ,879万5千円）46.4％

1億6,000万円　（　　5,962万4千円）37.3％

1億5,130万7千円（1億　491万6千円）69.3％

　　7,768万5千円（　　3,660万4千円）47.1％

　　8,000万円　（　　2,536万円）　42.3％

　　5,090万円　（　　　　　　　O円）　0％

　　2,850万2千円（　　2,870万円）　100.7％

　　1,000万円　（　　　609万円）　60.9％
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１０

予算の執行状況

予算現額
収入済額

　(収入率)

支出済額

　(執行率)

国民健康保険 17億4,581万円
9億　468万円

(51.8％)

6億2,213朋

(35.6％)

公共下水道 19億5､011珊
1億6,757珊

（8.6％）

(注1)9億123朋

　　(46.2％)

奨学資金 187万円
　　　202万円

（108％）

　　　102胴

(54.5％)

老人保健 14億6,777万円
5億8,889万円

(40.1％)

5億8,594万円

(39.9％)

水　　　道

収益的収支

　4億4,448朋

事業収益

2億3,768万円

(53.5％)

事業費用

1億4､179万円

,(31.9％)

　舜　本　的

収入1億1,473万円

支出4億2,140珊

収　　入

　　1,581万円

(13.8％)

（注2）支出

　　3,927屈

　（9.3％）

（庄１）収支の不足額は一般会計から運用しました。

（庄２）支出：資本的収支の収入額が支出額に対して不足する額は、

　　　　　　　過年度及び当年度分損益勘定留保資金、建設改良積

　　　　　　　立金で補てんしました。

一般会計 予算の

豆☆（（
16.3％

40.9％

32

30.8％

48.4％

42.2％

20.7％

17.9％

48.4％

39.3％

　20億8,325:万円

（3億3,988万円）
土木費

　14億6,730万6千円

（5億9,943万円）

　13億3,873万8千円

（4億3,773万1千円）

　7億9､340万4千円

（2億4､464万6ﾆF円）

　6億7,053万9千円

（3億2,462万8千円）

　6億2,517万3千円

（2億6,351万6干印

教育費

総務費

衛生費

公債費

民生費
　4億7,191万5千円商

（　9,780万1顎）　

工費

　4億4,678万5千円　●
（　8,004万7千円）農林水産業費

　3億8,825万7千円　Ss〃

（1億8,774万8顎）ﾉ
肖防費

　1億9,042万1孫　　1

（7,490;万円）／

その他

・議　会　費

・労　働　費

・予　備　費

・災害復旧費

・諸支出金

1億4,683万円　（6,ﾌ05万5千円）

　　2,096万ﾌ千円（　784万5千円）

　　1,961万8千円（　　　　0円）

　　　300万3千円（　　　　0円）

　　　　　3千円（　　　　　0円）
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〔
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。
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。
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生
活
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護
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除
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○
誕
生
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満
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に
な
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目
（
誕

　
生
日
の
前
日
）
の
属
す
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月
の
末

　
日
ま
で
。
ま
た
、
転
入
は
転
入
日

　
か
ら
、
転
出
は
そ
の
日
ま
で
が
受

　
給
期
間
に
な
り
ま
す
。

医
療
受
給
資
格
証
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交
付
申
請
に
必
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な
も
の

●
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妊
産
婦
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〔
駅
㈱
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乳
児
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妊
産
婦
の
方
に
医
療

費
の
助
成
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

病
気
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療

を
促
進
し
、
保
健
・
福
祉
の
向

上
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
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た
日
の

W

　
属
す
る
月
の
初
口
か
ら
、
出
産
（
流

　
産
及
び
死
産
を
含
む
）
し
た
日
の

　
属
す
る
月
の
翌
月
末
日
ま
で
。

　
転
入
の
と
き
は
届
出
日
か
ら
、
転

　
出
の
と
き
は
そ
の
日
ま
で
。

医
療
受
給
資
格
者
証
の

　
　
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

●
健
康
保
険
証
、
印
か
ん

　
母
子
健
康
手
帳

助
成
の
串
請

　
保
険
診
療
証
明
を
受
け
た
助
成
申

請
書
、
受
給
資
格
者
証
の
記
号
番
号
、

加
入
保
険
、
金
融
機
関
名
な
ど
を
申

請
者
記
入
欄
に
記
入
捺
印
し
、
預
金

通
帳
（
受
給
者
名
義
）
を
持
参
し
て

役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
出
張
所
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

○
保
険
給
付
を
受
け
た
日
か
ら
１
年

助
成
額

　
受
給
期
間
内
日
受
け
た
保
険
給
付

に
つ
き
、
一
部
負
担
金
を
窓
口
な
ど

で
支
払
っ
た
場
合
、
１
月
当
た
り
の

支
払
額
（
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
、

附
加
給
付
等
を
差
し
引
い
た
額
）
か

ら
千
円
を
控
除
し
た
額
で
す
。
口
座

振
込
あ
っ
か
い
に
な
り
ま
す
。

医
療
費
助
成
控
除
の
免
除
申
請

　
助
成
対
象
者
の
世
帯
員
全
員
に
っ

い
て
、
町
民
税
の
課
税
が
な
い
場
合

は
、
千
円
の
控
除
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

申
請
の
方
法

　
医
療
費
助
成
控
除
の
免
除
申
請
書

ﾐ

）

　
　
「
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」
の
裏

面
に
書
い
て
あ
る
注
意
事
項
を
よ
く

お
読
み
く
だ
さ
い
。
分
か
ら
な
い
点

　
　
　
　
　
）

に
受
給
資
格
（
者
）
証
の
記
号
番
号
、

加
入
保
険
な
ど
を
申
請
煮
記
入
欄
に

記
入
・
捺
印
し
て
申
請
し
ま
す
。

　
な
お
、
６
月
の
診
療
分
か
ら
は
、

再
申
請
が
必
要
で
す
。

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
福
哲
課
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
速
や
か
に
医
療
費
受
給
資

格
者
証
を
役
場
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。
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重度心身障害者･母子家庭

　の医療費助成の受け方

　
身
体
の
不
自
由
な
方
や
母
子
家
庭
の
児
童
や
母
親
を
対
象

に
、
医
療
を
受
け
た
と
き
の
医
療
費
自
己
負
担
分
（
保
険
診

療
分
か
ら
附
加
給
付
な
ど
を
除
い
た
額
）
を
町
で
助
成
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
医
療
費
助
成
制
度
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
該

当
さ
れ
て
い
る
の
に
ま
だ
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
す

ぐ
に
役
場
福
祉
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
続
き
に
は
診
断
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
身

体
障
害
手
帳
や
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
る
際
に
、
併
せ
て

医
療
費
助
成
の
手
続
き
も
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
診
断
書
用
紙
及
び
届
出
書
は
、
福
祉
課
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

重度心身障害者の医療費助成母子家庭の医療費助成

　
助
成
の
対
象
者

■
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
満
Ｉ
歳
以
上
で
、

次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方
が
助
成

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
２
級
の
方

②
療
育
手
帳
勺
九
ま
た
は
知
能
指

　
数
が
３
５
以
下
の
方

③
知
能
指
数
５
０
以
下
で
、
身
体
障
害

　
者
手
帳
が
３
～
４
級
と
重
複
し
て

　
い
る
方

■
次
の
方
は
、
対
象
者
か
ら
除
外
さ

　
助
成
の
対
象
者

■
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
健
康
保
険

の
加
入
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
を
満

た
す
方
が
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
1
8
歳
未
満
の
児
童
が
い
る
母
子
家

　
庭

②
父
親
が
身
体
障
害
１
級
、
２
級
程

　
度
の
世
帯
の
母
親
と
子
ど
も

③
1
8
歳
未
満
で
両
親
の
い
な
い
子
ど

■
次
の
方
は
対
象
者
か
ら
除
外
さ
れ

ま
す
。

ｏ
所
得
が
所
得
制
限
以
上
の
方

ｏ
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け

れ
ま
す
。

ｏ
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け

　
て
い
る
方

ｏ
児
童
福
祉
施
設
ま
た
は
精
神
薄
弱

　
者
援
護
施
設
に
入
所
中
心
方

　
医
療
受
給
資
格
者
証
の

　
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

◆
健
康
保
険
証
・
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
寮
育
手
帳
と
印
か
ん
。
老
人

保
便
法
の
医
療
受
給
者
は
健
康
手
帳
。

　
て
い
る
方

医
療
受
給
資
格
者
証
の

　
　
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

◆
健
康
保
険
証
、
印
か
ん
。

◆
児
童
扶
養
手
当
証
書
、
母
子
年
金

証
書
、
遺
族
年
金
証
書
の
い
ず
れ
か
。

◆
公
的
年
金
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

け
て
い
な
い
方
は
、
診
断
書
ま
た
は

民
生
委
員
の
証
明
書
。

◆
老
人
保
健
法
の
医
療
受
給
者
は
健

康
手
帳
。

◆
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
は
、

前
の
住
所
地
の
所
得
証
明
書
。

助
成
の
申
請

■
申
請
期
間

ｏ
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
は
、
保

険
給
付
を
受
け
た
日
か
ら
１
年
で
す
。

母
子
医
療
費
は
、
保
険
給
付
を
受
け

た
翌
月
か
ら
１
年
で
す
。

」
助
成
額

〇
受
給
期
間
に
受
け
た
保
険
給
付
に

つ
き
、
一
部
負
担
金
を
窓
口
な
ど
で

支
払
っ
た
金
額
（
高
額
医
療
費
、
附

加
給
付
な
ど
を
差
し
引
い
た
額
）
で

す
。

〇
口
座
振
込
あ
つ
か
い
と
な
り
ま
す
。

一
申
請
の
方
法

　
保
険
診
療
証
明
を
受
け
た
助
成
申

請
書
に
、
受
給
資
格
者
証
の
記
号
番

号
、
加
入
保
険
、
金
融
機
関
名
な
ど

を
申
請
者
記
入
欄
に
記
入
し
捺
印
し
、

預
金
通
帳
を
持
参
の
上
、
福
祉
課
ま

た
は
各
出
張
所
へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　
　
「
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」
の
裏

面
の
注
意
事
項
を
よ
く
お
読
み
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
転
出
、
死
亡
な
ど
で
受
給

資
格
が
な
く
な
っ
た
時
は
、
速
や
か

に
役
場
福
祉
課
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。
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町
で
は
、
今
年
４
月
か
ら
急
増
す
る
ゴ
ミ
問
題
に
対
応
す

る
た
め
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
・
再
資
源
化
運
動
を
積
極
的
に
推

進
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
資
源
ゴ
ミ
回
収
報
償
金
交
付
要
綱

を
制
定
し
、
町
民
総
参
加
に
よ
る
ゴ
ミ
減
量
連
動
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
半
年
間

で
約
２
７
０
ト
ン
の
ゴ
ミ
を
減
量
（
資
源
化
）
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
仮
に
、
こ
の
ゴ
ミ
を
町
で
処
理
し
た
と
す
る

と
、
処
理
経
費
は
約
フ
○
○
万
円
か
か
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
出
し
方
し
だ
い
で
ゴ
ミ
に
も
な
り
、
資
源
に
も

な
る
ゴ
ミ
。
不
用
に
な
っ
た
新
聞
や
雑
話
、
段
ボ
ー
ル
、
缶

び
ん
類
は
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
な
い
で
、
資
源
ゴ
ミ
回
収
の
時

や
古
紙
回
収
業
者
へ
出
す
よ
う
Ｔ
∧
ひ
と
り
が
㈲
か
け
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

資
源
ゴ

〔
Ｊ
こ
こ
に
慨
〕

●
新

●
雑

●
ダ

●
布

　
計
　
１
１
４
・
３
ト
ン

合
計
　
２
６
９
●
６
ト
ン

　
聞
　
紙
１
１
４
・
７
ト
ン

　
誌
　
類
　
３
０
・
６
ト
ン

ン
ボ
ー
ル
類
　
　
９
・
Ｉ
ト
ン

　
　
　
　
類
　
　
Ｏ
・
９
ト
ン

　
　
　
計
　
１
５
５
・
３
ト
ン

屎
尿
㈲
悪

●
び
　
ん
　
類
１
１
０
・
５
ト
ン

●
鉄
　
く
　
ず
　
　
３
・
４
ト
ン

●
ア
ル
こ
｀
・
銅
類
　
　
Ｏ
・
４
ト
ン
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資
源
を
大
切
に

団体別資源ゴミ回収実績表

　　　　　(平成３年９月30日現在)

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
資
源
ゴ
ミ
回
収
運
動
に

協
力
し
た
団
体
に
対
し
て
報
償
金
を

出
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
地
区
で
も
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
資
源
ゴ
ミ
ー
回
の
回
収
で
５
０
０

㎏
以
上
を
共
同
回
収
し
、
資
源
ゴ
ミ

回
収
業
者
に
売
却
し
た
団
体
に
は
、

回
収
重
量
1
0
㎏
に
つ
き
３
０
円
と
、
Ｉ

回
の
回
収
に
つ
き
２
千
円
の
報
償
金

が
で
ま
す
。

☆
お
問
合
せ
先

　
○
役
場
保
健
課
　
？
一
『
１
り
乙
ら
Ｊ
４

　
ｏ
清
掃
セ
ン
タ
ー
？
四
９
り
４
９
』
４

登録 資源ゴミ回収団体名 回数 回収量(kg)
１ 幸昭三丁目育成会 ２ 4,740

２ 東下台育成会 １ 6,570

３ いずみ育成会 １ 6,010

４ 第二保育所保護者会 ２ 1，950

５ 六美南部第一育成会 １ 6,940

６ 弥　　生　　会 ３ 3,660

ア ひばりケ丘育成会 ２ 3,500

８ 六美南部第二育成会 １ 6,420
９ 至宝町北子供育成会　　１　１ 4,650

１０ 羽生田小学校ＰＴＡ １ 17,990

11 西高野老人クラフ ２ 2,300

１２ 栄町育成会 １ 2,030

１３ 中表明自治会 １ 1，320

14 至宝町南育成会 ２ 9,850

１５ 下横町自治会 ３ 4,480

１６ さくらんぽ保育園を育てる会 ４ 3,350

１７ 上田子供育成会 １ 10,520

１８ 幸司四丁目育成会 １ 2,520

１９ 促進住宅育成会 １ 1,400

20 安塚小学校ＰＴＡ ２ 54,610

21 壬生下馬木自治会 １ 3,620

22 国谷第一育成会 １ 5,950

23 北小林子供育成会 １ 6,020

24 幸昭一丁目育成会 １ 1,910

25 中泉育成会 １ 8,750

26 繰昭一丁目自治会 １ 3,230

27 壬生町駅東育成会 １ 3,290

28 南犬飼中学校ＰＴＡ １ 17,690

29 壬生中学校ＰＴＡ １ 64,290

合　　　　計 42 269,560

W
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届
出
は
、
契
約
の
６
週
間

前
ま
で
に
し
ま
し
ょ
う

当事者

届出

村

知　事

審査

ＮＯ

勧　告
従わない

公　表

これ以上の価格

では高すぎます

従う

契

　
地
方
自
治
体
が
価
格
指
導
の
際
に
示
す
い

わ
ゆ
る
指
導
価
格
は
、
上
限
価
格
で
あ
っ
て

平
均
的
な
適
正
価
格
そ
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

この価格は、国工法価格

ですがら､適正価格です。

ＯＫ

約

-

一定面積以上の土地取引には

　国土法の届出が必要です
口白砂凶日図９回

価格

利用目的

　
指
導
価
格
は
ｌ
ｌ
・
『
‐
‐
Ｌ
１
１

八

上
限
価
格
で
す

』

　指導価格を国土法価格と穏して表示を行う

ことは、地方自治体の価格指導に対して誤認

を与える不適当な行為です｡注意して下さい。

この価格は、国工法価格の

○○％引きでお買得です。

届出の必要な土地

　壬

　生

ﾂﾞﾌﾞj､町

言言仁回付

１．監視区域(市街化区域)　300�以上

２．監視区城外(市能化調整区域)

　　　　　　　　　　　　　　5,000m2以上

その

他
の
監

視
区
域

指
定区
域

宇都宮市
100 m2以上又は200�以上

　　　　　又は500m2以上

小　山　市 200�以上

足利市 300m似上

栃木市 300�以上

野　木　町 300�以上

佐　野　市 300�以上又は500�以上

今　市　市 300�以上又は2,000�以上

黒　磯　市 500�以上又は2,000mq以上

日　光　市 2,000m似上

那　須　町 2,000m似上

売る人

ヨ邑甲さん《

白瓜

(土地)　買
(イ)-Ａ
(ロ)-Ｂ
(ハ)-Ｃ
に)-－Ｄ

人
ん
ん
ん
ん

i
C
X
M
j
t
t
jM
j

M
J

（イ十ロ十八十二）≧一定面哨

売る人　（土地〉甲さんｰ－－（い）
乙さんｰ（ろ）ら
丙さんｰ-－（は）-一
丁さんｰ（に）’

買う人

Ａさん

　　　（い十ろ十は十に）　≧一定面積
－　　　　　　一一一一　　　　一－一一

　
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
と
も
、
合
計
し

て
い
く
と
一
定
面
積
以
上
と
な
る
よ
う
な
一
団

の
土
地
取
引
は
個
々
の
取
引
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
届
出
が
必
要
で
す
。

一
団
の
土
地
取
引

買主

　この価格

では、私には

高すぎるのですが。

　とにかく一度

　届出をして､゛県

の示す指導価格を

見てから､価格に

ついて相談しま

　しよう。

売主

∩

1
　踏
でみ
きの
ま届
せ出
んは
二
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　お金のかからない

　政治を実現しよう

[t]政治家の寄附禁止

政治家(候補者、候補者となろうとする者及び現に

公職にある者)は、寄附をすると処罰されます。

　政治家が選挙区内にある者に対して寄附をすること(政

党や親族に対するもの及び政治教育集会に関する必要や

　　　　　　　　　　※むを得ない実費の補償は除かれます｡)は、いかなる名義

をもってするものであっても禁止されており、次のもの

を除きすべて罰則の対象となります。

①　政治家本人が自ら出席する結婚披露宴における祝儀

②　政治家本人が自ら出席する葬式や通夜における香典

　　(①や②であっても、選挙に関してなされた場合や通

　常一般の社交の程度を超えている場合は処罰されます｡)

　なお、政治家以外の者が、政治家名義の寄附をするこ

とも罰則をもって禁止されています。

※政治教育集会に関する実費の補償のうち、食事や食事

　料の提供は禁止され、罰則の対象となります。

　　政治家に対する[2]

寄附の勧誘・要求の禁止
　有権者が、威迫してあるいは政治家を陥れる目的で

‾寄附を求めると処罰されます。

　　政治家に対し、寄附を出すように勧誘や要求をするこ

　　とも禁止されており、政治家を威迫してあるいは政治家

　　の当選又は披選挙権を失わせる目的で勧誘や要求をする

　　と処罰されます。政治家名義の寄附を求めることも禁止

　　され、威迫して求めると処罰されます。

　　［;ﾖ］後援団体の寄附の禁止

　　後援団体が、花輪、香典、祝儀などを出すと処罰

　　されます。

　　後援団体（いわゆる後援仝）が、花輪、供花、香典、

　　祝儀その他これらに類するものを出したり、後援団体の

　　設立目的により行う行事や事業に関する寄附以外の寄附

　　をすると、その時期のいかんを間わず、処罰されます。

＼J7鈴江５／

士
－ノゲ

　‘’-‾‾.zヱzこ心

へ

[4J]年賀状等の

　あいさつ状の禁止

政治家は、年賀状等のあいさつ状を出すことが禁じ

られています。

　政治家は、選挙区内にある者に対し、答礼のための自

筆によるものを除き、年賀状、暑中見舞状などの時候の

あいさつ状（電話なども含まれます｡）を出すことは禁止

されています。

　　　　///j

´
…
…
…
・
―

゛
｀

⊇≧し。

烈あいさつを目的とする
　有料広告の禁止

政治家や後援会が、有料のあいさつ広告を出すと処

罰されます。

　政治家や後援団体（いわゆる後援会）が、選挙区内に

ある者に対するあいさつを目的として、新聞、雑誌、テ

レビ、ラジオなどにより、有料の広告（いわゆる名刺広

告など）を出すと処罰されます。

　なお、政治家や後援団体に対し、あいさつを目的とす

る有料の広告を求めることも禁止されており、威迫して

求めると処罰されます。

[G]公民権の停止

仁２、３及び５によって処罰されますと、公民権

停止の対象となります。

/゛
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食事と健康參
　
清
涼
飲
料
水

　
の
ど
か
渇
い
た
時
、
何
を
飲
み
ま

す
か
？
　
お
そ
ら
く
「
水
」
と
答
え

る
人
は
、
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
で

し
ょ
う
。

｣，リっ雙:|･で.砂一石･がり奉25nll)

ｉ
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私
た
ち
の
周
囲
は
急
速
な
自
動
販

売
機
の
普
及
に
と
も
な
い
、
１
０
０

円
で
清
涼
飲
料
水
が
す
ぐ
手
に
入
る

環
境
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
ま
す

ま
す
清
涼
飲
料
水
の
消
費
が
仲
び
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の

は
砂
糖
の
量
で
す
。
い
っ
た
い
清
涼

飲
料
水
１
缶
に
は
、
ど
の
く
ら
い
の

砂
糖
が
合
ま
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
Ｉ
口
の
食
事
で
使
用
す
る
砂
糖
の

量
は
２
０
ｇ
程
度
に
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
こ
の
量
は
煮
物
な
ど
の
調
理

過
程
で
使
う
た
め
の
砂
糖
で
す
。
で

す
か
ら
、
ジ
ュ
ー
ス
ー
缶
を
飲
ん
で

し
ま
う
と
、
も
う
す
で
に
１
口
の
限

度
量
を
越
え
て
し
ま
う
こ
と
が
表
か

ら
も
分
か
り
ま
す
。

　
砂
糖
を
折
り
す
ぎ
る
と
、
肥
満
に

つ
な
が
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ビ
タ

ミ
ン
ｍ
が
不
足
し
ま
す
。
そ
う
な
る

と
、
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
り
、
運
動

反
射
が
鈍
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
近
年
、
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
に
よ
る

子
ど
も
の
骨
折
が
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
ビ
タ
ミ
ン
剔
の
不
足
も
骨

折
の
。
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
の
ど
か
渇
い
た
時
は
、
「
水
を
飲
む
」

と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を
改
め
て

考
え
、
健
康
的
な
習
慣
を
つ
く
り
ま

※
砂
糖
２
０
ｇ
は
、
大
さ
じ
約
２
杯
分
。

全
国
防
犯
協
会
か
ら
表
彰

神山好平さん

　
1
0
月
４
日
、
東
京
で
聞
か
れ
た
第

1
5
回
全
国
防
犯
運
動
中
央
大
会
で
、

全
国
防
犯
協
会
連
合
会
よ
り
、
本
町

の
神
山
好
平
さ
ん
（
緑
町
二
丁
目
）

に
防
犯
栄
誉
銅
章
が
贈
ら
れ
、
こ
の

ほ
ど
栃
木
警
察
署
長
か
ら
伝
達
さ
れ

県
統
計
大
会
で
表
彰

　
２
１
世
紀
に
向
か
っ
て
高
齢
化
が
進

む
と
と
も
に
、
国
際
化
、
高
度
情
報

化
、
国
民
意
識
の
多
様
化
な
ど
が
進

展
す
る
時
代
に
対
処
し
て
い
く
た
め
、

正
確
な
現
状
把
捉
と
的
確
な
将
来
予

測
は
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
こ
れ
ら

の
指
標
を
提
供
す
る
統
計
の
役
割
を

深
く
認
識
し
、
さ
ら
に
今
後
の
活
動

を
発
展
さ
せ
て
行
こ
う
と
１
１
冒
１
９
口
、

栃
木
全
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
２
９

回
栃
木
県
統
計
大
全
が
、
県
及
び
県

統
計
協
全
主
催
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
犬
合
席
上
、
工
業
統
計
調
査
（
事

業
所
の
部
）
で
本
町
の
古
河
機
械
金

属
㈱
壬
生
工
場
が
通
商
産
業
大
臣
表

彰
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
学
校
基
本

調
査
（
学
校
の
部
）
で
壬
生
小
学
校

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰

　
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
事
業
の

一
環
と
し
て
、
去
る
１
１
月
８
日
、
県

公
館
に
お
い
て
国
民
年
金
功
労
者
表

彰
武
が
行
わ
れ
、
本
町
の
鹿
島
第
５

納
税
組
合
（
鰹
沼
三
典
代
心
）
が
社

会
保
険
庁
長
官
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
納
税
組
合
は
、
国
民
年
金
制
度

が
発
足
し
て
か
ら
今
日
ま
で
、
組
合

員
が
一
致
協
力
し
、
国
民
年
金
の
保

険
料
納
付
を
堅
実
に
行
っ
て
き
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ま
し
た
。

　
神
山
さ
ん
は
、
昭
和
5
1
年
の
お
も

ち
ゃ
の
ま
ち
防
犯
組
合
設
立
以
来
、

多
年
に
わ
た
り
防
犯
活
動
に
尽
力
さ

れ
、
昭
和
5
3
年
か
ら
は
同
組
合
長
と

し
て
、
地
域
防
犯
活
動
の
企
画
推
進

を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
犯
罪
の
防

止
並
び
に
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
大
き
工
具
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
文
部
大
臣
表
彰
、
工
業
統
計
調
査

　
（
統
計
実
務
者
の
部
）
で
古
河
機
械

金
属
㈱
壬
生
工
場
の
須
藤
　
保
さ
ん

が
通
商
産
業
大
臣
官
房
調
査
統
計
部

長
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

２
年
国
勢
調
査
（
市
町
村
の
部
）
で

壬
生
町
が
、
統
計
功
権
者
（
市
町
村

職
員
の
部
）
で
木
野
内
友
明
さ
ん
が

県
知
事
表
彰
さ
れ
る
な
ど
、
木
町
の

統
計
調
査
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ

た
大
会
で
し
た
。



い広場
　
「
静
か
で
と
て
も
住
み
や
す
い
所

で
す
ね
Ｊ
と
話
す
宗
重
さ
ん
（
８
０
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
）

パ
ズ
ル
で
頭
の
体
操

ケ
イ
さ
ん
（
７
４
歳
）
ご
夫
妻
は
、
壬

生
町
に
住
ん
で
４
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　
宗
重
さ
ん
は
、
昭
和
1
9
年
に
招
集

あ達者
カッフjl

ﾝ]ｻﾔ

⑩至宝町北

　大根田

元
気
に
成
長
し
て
や
さ
し
い
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　
）

　
　
（
父
）
塩
　
谷
　
　
　
亮
さ
ん

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
里
　
子
さ
ん

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
の
一
言

（
舟
町
）

和
幸
ち
ゃ
ん
（
３
歳
、
長
男
）

宗重さん

ケイさん

(80)

(74)

∃IE
同

夫妻

春
ス
ケ
ッ
チ
⑨

　フラワーショップをやりたい

　　　　　　　　栄町　半井　利枝さん

　高校生のとき、野球部のマネージャーとして活躍

した利枝さん。「途中であきらめるのはきらい」と

いう彼女は、部員60人の食事や洗たくを３人でこな

したそうで、「特に冬の合宿はたいへんでした」と

いう経験から、「仕事で辛くてもがまんできます」

とキッパリ。「将来はフラワーコーディネーターに

なってお店を出したい」と、夢がふくらみます。

元
気
で
明
る
い
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
（
父
）
石
　
川
　
功
　
治
さ
ん

　
　
（
母
）
　
　
か
　
　
友
　
子
さ
ん

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
言

（
幸
町
四
丁
目
）

慎
太
ち
ゃ
ん
（
３
歳

３
男
）

気を付けよう心のすき間に悪い手が（壬生中２年　早乙女　淳子）
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ふれあ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

を
受
け
て
一
年
半
の
軍
隊
生
活
を
お

く
ら
れ
、
主
に
北
海
道
で
飛
行
機
の

整
備
兵
と
し
て
勤
務
、
青
森
県
で
終

戦
に
な
り
ま
し
た
。
「
北
海
道
で
は

４
月
に
な
る
と
、
す
ず
ら
ん
、
梅
、

桜
が
一
斉
に
咲
き
、
と
て
も
き
れ
い

で
し
た
１
０
と
、
当
時
を
振
返
り
ま
す
。

　
ケ
イ
さ
ん
は
、
そ
の
開
、
２
人
の

お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
宗
重
さ
ん

の
実
家
で
暮
ら
し
ま
し
た
。
「
大
所

帯
で
た
い
へ
ん
で
し
た
が
、
良
い
家

人
に
恵
ま
れ
、
慣
れ
な
い
農
作
業
も

若
さ
で
乗
切
り
ま
し
た
Ｊ
と
、
思
い

出
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
折
紙
や
タ
八
四
で
作
る
く

す
玉
、
五
重
の
塔
な
ど
は
プ
ロ
級
で
、

老
人
ク
ラ
ブ
で
も
教
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
お
２
人
は
頭
の
体
操

と
し
て
、
毎
日
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
に
挑
戦
し
て
お
り
、
「
歌
手
や
野

球
道
手
の
名
前
を
知
ら
な
い
の
で
、

半
分
で
き
れ
ば
い
い
方
だ
ね
」
と
、

パ
ズ
ル
専
門
誌
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
　
。

　
結
婚
さ
れ
て
５
０
年
が
た
ち
、
４
人

の
お
子
さ
ん
と
７
人
の
お
孫
さ
ん
に

恵
ま
れ
た
お
２
人
の
健
康
法
は
、
「
早

寝
早
起
」
と
、
宗
重
さ
ん
は
「
毎
日

　
宗
重
さ
ん
は
、
現
在
、
ゲ
ー
ト
ボ
　
　
叉
ｙ
決
め
て
い
る
晩
し
や
く
」
で
、

Ｉ
ル
の
選
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
　
　
タ
バ
コ
は
１
５
年
前
に
や
め
た
そ
う
で

り
、
審
判
の
資
格
も
侍
っ
て
い
ま
す
。
　
す
。

ｌ

ｌ

Ｊ
ｚ
．
．
Ｊ
＆
_
ａ
Ａ
＿
Ｊ
．
＆
．
Ｊ
＆
３
１
&
．
３

花を窓口に
　大師町の丸山幸子さんは、今年の４月から定期的

に役場窓口を生花で飾られており、四季析々のあざ

やかな花が来庁される方にたいへん好評です。

　丸山さんは現在、町内で生花店を経営されており、

　｢町民の方にきれいな花を見ていただき、心のやす

らぎを感じてはしい､Jと、毎月窓口に届けられてい

るもので、ほかに、おもちゃのまち警察官派出所も

飾られています。

　町では､｢窓口の雰回気も明るくなり、職員もたい

へん喜んでいますJと心温まる善意の花に感謝して

います。

肌
◎
⑩
凪

「
晩
秋
」

南犬飼中学校３年

　　宇賀神　和世

南犬飼中学校１年
　　郷関　由起子

三代　良二郎）誘惑にのるものらぬも君次第（南犬飼中２年
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料
理
を
通
し
て
国
際
交
流

　
タ
ン
ザ
ェ
ア
大
使
夫
人
ヌ
・
ワ
ン

ド
ウ
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
１
１
１
１
月
２
６

日
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
「
タ
ン
ザ

ュ
ア
料
理
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
に
は
、
同
公
民
館
の
国

際
交
流
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
約
３
０
入
が

参
加
し
、
バ
ナ
ナ
と
コ
コ
ナ
ツ
の
煮

込
み
や
ピ
ー
ナ
ッ
と
馬
肉
入
り
の
ピ

ラ
フ
、
タ
ン
ザ
ュ
ア
風
揚
げ
ギ
ョ
ー

ザ
な
ど
の
料
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
油
や
香
辛
料
を
あ

み
ど
り
の
会
が
優
勝

　
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
高
山
安

市
会
長
）
主
催
の
第
３
回
協
会
長
杯

争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
1
0
月
３
０

日
、
総
合
運
動
場
に
お
い
て
４
４
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

み
ど
り
の
会
チ
ー
ム
が
栄
冠
を
手
に

し
ま
し
た
。

　
大
会
成
績

優
　
勝
　
　
み
ど
り
の
会

準
優
勝
　
　
青
　
　
　
心

三
　
位
　
　
本
　
郷
（
Ｂ
）

　
″
　
　
安
　
塚
　
緑

☆
な
お
、
上
位
４
チ
ー
ム
は
、
１
１
１
１
月

５
日
に
栃
木
市
総
合
運
動
公
園
で
行

わ
れ
た
栃
木
支
部
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
）

ま
り
に
も
多
く
使
用
す
る
の
に
驚
き

な
が
ら
も
、
ヌ
・
ワ
ン
ド
ウ
大
使
夫

人
の
て
い
ね
い
な
手
ほ
ど
き
を
受
け

て
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
予
定
よ
り
１
時
間
も
オ
Ｊ
バ
ー

し
て
料
理
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
料
理
の
試
食
を
し
な
が
ら

ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
紹

介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
タ
ン
ザ
ュ
ア
料
理
を
通
し
、
大
使

夫
人
と
も
交
流
を
深
め
合
う
こ
と
が

で
き
、
参
加
者
は
タ
ン
ザ
ュ
ア
を
よ

り
身
近
に
感
じ
た
１
日
で
し
た
。

壬
生
東
新
人
戦
を
制
す

　　　言贈言言朧談
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生
活
改
善
ク
ラ
ブ
協
議
会

　
設
立
3
0
周
年
を
祝
う

　
壬
生
町
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
協
議
会

　
（
野
沢
智
子
会
長
）
で
は
１
１
１
１
月
１
２
日

ハ
ー
ト
ピ
ア
晩
翠
に
お
い
て
、
３
０
周

年
記
念
大
全
並
び
に
記
念
パ
ー
テ
ィ

ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
豊
か
で
住
み
良
い

農
村
づ
く
り
を
目
指
し
、
昭
和
３
７
年

に
単
位
ク
ラ
ブ
２
０
・
全
員
６
０
０
名

で
結
成
。
以
来
、
生
活
や
農
業
経
営

の
改
作
に
力
を
発
揮
し
、
現
在
、
長

期
の
見
直
し
を
持
っ
た
生
活
設
計
の

樹
立
を
目
標
に
、
単
位
ク
ー
フ
ブ
1
5
会

員
１
３
７
名
で
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
活

　
　
　
　
　
・
｝

　
第
1
0
回
学
童
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

新
人
戦
大
会
が
総
合
運
動
場
に
お
い

て
、
1
0
月
６
日
及
汀
月
４
目
の
２

日
間
に
わ
た
り
、
７
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
打
力
と
守
備
力
に
勝
る
壬
生
東
小

は
順
当
に
駒
を
進
め
、
決
勝
戦
で
稲

葉
小
と
対
戦
。
息
づ
ま
る
熱
戦
の
未
、

５
対
２
で
稲
葉
小
を
敗
り
優
勝
し
ま

し
た
。

動
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
大
全
は
、
野
沢
全
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
歴
代
全
長
に
感
謝
状
の
贈
呈
、

優
良
単
位
ク
ラ
ブ
の
表
彰
に
続
き
、

日
光
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
料
理
長
渡
辺

彰
氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
午
後
は
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ

れ
、
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
余
興
が
行
わ

れ
る
な
ど
盛
大
の
う
ち
に
墓
を
と
じ

ま
し
た
。

澄子）(壬生中２年　石塚気を付けよう甘い言葉にふり向くな



広報みぶ|||ILIIIIIIII田lllll間||||||||||
１５| | l l l l l 1 1 Ⅲ | | | | I L I I

教
育
功
労
者
を
表
彰

　
町
の
教
育
功
労
者
を
表
彰
す
る
壬

生
町
教
育
文
化
祭
が
１
１
１
１
月
２
２
日
、
壬

生
中
央
公
民
館
に
お
い
て
関
係
者
及

び
来
賓
の
方
々
が
出
席
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
育
文
化
祭
は
３
年
に
１
度

行
わ
れ
る
も
の
で
、
町
教
育
に
大
き

く
功
献
さ
れ
た
方
々
（
町
内
に
２
０
年

以
上
勤
続
さ
れ
た
教
育
関
係
者
や
学

校
医
）
を
は
じ
め
、
教
育
振
興
の
だ

資
料
館
企
画
展

『
瓢
（
ヒ
サ
ゴ
）
と
く
ら
し
』
を
開
催

　
日
本
で
は
、
ヒ
サ
ゴ
　
（
干
瓢
の
原

材
料
で
あ
る
。
ウ
ガ
オ
や
フ
ク
ペ
・

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
な
ど
の
総
称
）
が
い
っ

ご
ろ
伝
播
し
栽
培
さ
れ
た
の
か
、
明

ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
の
考
古
学
の
成
果
に
よ
る

と
、
今
か
ら
約
８
千
５
０
０
年
前
の

縄
文
時
代
早
朝
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ヒ
サ
ゴ
と
し
て
現
在
知
ら
れ
て
い

る
最
古
の
遺
物
は
、
福
井
県
三
方
郡

鳥
浜
遺
跡
（
貝
塚
）
出
土
の
果
皮
・

種
子
な
ど
で
、
縄
文
時
代
の
古
い
段

階
か
ら
栽
培
植
物
と
し
て
、
人
々
の

身
近
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
縄
文
人
は
こ
の
ヒ
サ

ゴ
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
の
で
し

ょ
う
か
。
こ
れ
を
解
く
カ
ギ
と
し
て

め
金
品
を
寄
付
さ
れ
た
方
、
本
町
を

最
後
に
退
職
さ
れ
た
教
職
員
の
ほ
か
、

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
ば
ら
し
い
活

躍
の
あ
っ
た
方
な
ど
、
（
個
人
２
９
名
、

学
校
１
、
団
体
３
、
会
社
２
）
に
そ

れ
ぞ
れ
、
清
水
町
長
か
ら
賞
状
並
び

に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
の
あ
と
元
宇
都
宮
旭
中

校
長
の
野
沢
栄
氏
に
よ
る
「
歌
舞
伎

と
日
本
人
の
心
」
と
題
し
た
講
演
会

が
行
わ
れ
、
教
育
と
歌
舞
伎
の
相
通

じ
る
心
の
問
題
に
興
味
深
く
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

「
ひ
し
や
く
」
と
い
う
言
葉
が
瓢
（
ヒ

サ
ゴ
）
か
ら
派
生
し
た
と
い
う
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
の
根
拠
と
し
て
、
ヒ
サ

ゴ
の
特
性
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ヒ
サ

ゴ
は
成
熟
す
る
と
外
の
皮
が
硬
く
な

り
、
乾
燥
す
れ
ば
コ
ル
ク
状
に
な
り

簡
単
に
加
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
で
も
西
ア
フ
リ
カ
の
サ
バ
ン
ナ
地

帯
で
は
、
生
活
に
か
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
道
具
・
用
具
（
容
器
・
楽
器

・
宗
教
具
）
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
し
、
日
本
で
も
つ
い
最
近
ま
で

炭
入
れ
（
炭
取
り
）
と
し
て
利
用
し

て
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
縄
文
時
代
の
鳥
浜
貝

塚
の
出
土
物
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ヽ -

ヒ
サ
ゴ
の
先
端
を
切
り
取
っ
た
頭
部

　
（
写
真
）
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ヒ
サ
ゴ
は
単
に
下
の
部
分
が
こ

わ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中

央
の
両
側
に
２
つ
の
小
穴
が
開
け
ら

れ
、
さ
ら
に
底
の
部
分
が
斜
め
に
削

り
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
ら
か
に
何

ら
か
の
目
的
を
も
っ
て
細
工
さ
れ
た

も
の
と
推
定
で
き
ま
す
。

　
そ
の
用
途
は
何
で
し
ょ
う
か
？

ヒ
モ
を
穴
に
通
せ
ば
ペ
ン
ダ
ン
ト
に

な
り
そ
う
で
す
が
、
も
し
か
す
る
と

容
器
の
フ
タ
と
推
察
す
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
弥
生
時
代
に
至
っ
て
は
、
「
ひ
し
や

く
」
の
語
源
の
決
め
千
と
な
る
ヒ
サ

ゴ
で
作
ら
れ
た
杓
子
が
群
馬
県
、
日

高
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
出
土
物
か
ら
縄
文
人
は
ヒ

ヒ
サ
ゴ
を
容
器
・
杓
子
と
し
て
使
用

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
木
県
で
は
、
栃
木
市
、
下
野
国
府

跡
寄
居
地
区
遺
跡
か
ら
ヒ
サ
ゴ
で
作

ら
れ
た
容
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ヒ
サ
ゴ
は

／

文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
文
二

聖
戦
と
信
じ
て
基
地
を
飛
び
立
ち
し

戦
友
し
の
び
っ
っ
ふ
る
さ
と
に
老
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢
　
克
明

通
園
バ
ス
降
り
し
園
児
は
と
び
っ
き

　
こ
い
ぬ
　
　
　
な

し
仔
犬
に
顔
を
低
め
さ
せ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
ヒ
ロ

良
き
知
ら
せ
届
く
予
感
し
郵
便
の

バ
イ
ク
の
音
に
胸
の
と
き
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
茂
弥

古
ぼ
け
し
と
言
え
ど
俺
に
は
ふ
さ
わ

し
き
麦
藁
帽
子
燃
さ
ず
に
置
け
よ

　
　
　
俳
　
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
名
　
多
山

垣
を
越
す
柿
が
不
仲
に
し
て
熟
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
津
　
ハ
ナ

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ヒ
サ
ゴ
は
　
行
く
秋
や
朽
ち
て
答
む
す
丸
木
橋

稲
作
（
弥
生
時
代
）
よ
り
い
ち
早
く

Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
井
　
秋
汀

栽
培
さ
れ
、
日
本
の
歴
史
的
風
土
の

中
に
育
ま
れ
、
現
代
に
至
る
ま
で
人

間
と
深
く
結
び
っ
い
て
生
活
の
中
で

使
用
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

新
米
や
銀
飯
と
い
う
名
に
恥
じ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
ノ
ブ

手
拍
子
を
漏
ら
し
て
バ
ス
は
花
野
ゆ

く



　
両
毛
地
区
広
域
行
政
推
進
協
議
会

　
（
足
利
市
、
佐
野
市
、
田
沼
町
、
葛

生
町
で
構
成
）
の
関
係
者
が
、
睦
地

区
ヲ
犬
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
活

動
状
況
な
ど
の
視
察
研
修
と
交
流
を

目
的
に
１
１
月
1
8
日
、
睦
地
区
コ
ミ
ュ

ラ
ア
イ
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
の
活
発
な
意
見
交
換
の

あ
と
交
流
会
が
行
わ
れ
、
同
じ
目
的

の
も
と
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
て
話
も
盛
り
上
が
り
、
楽
し
く
有

意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
）

視
察
研
修
に
訪
れ
る

両
毛
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が

　
郷
友
会
秋
季

　
総
会
を
開
催

　
壬
生
郷
友
会
（
太
田
今
吾
会
長
）

の
秋
季
総
会
が
、
一
‥
１
１
月
1
0
日
、
東
京

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
山
本
収
入
役
、
青
柳
議

長
が
出
席
、
町
の
近
況
報
告
を
行
う

と
と
も
に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
郷
友
会
は
壬
生
町
出
身
の

方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
入
会
で
き

ま
す
の
で
、
町
ま
た
は
間
合
事
務
局

へ
お
申
出
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
会
費
、
入
会
金
は
不
要
で
す
。

　
〈
郷
友
会
事
務
局
〉

全
２
万
円
　
　
　
　
滝
元
　
　
宏
様

金
４
千
５
７
６
円
　
　
　
　
（
８
回
）

壬
生
町
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
協
議
会
様

　
　
　
　
　
．
｝

　
〒

1
8
1
東
京
都
三
鷹
市
新
川
５
－
1
8

　
－
２
１
フ
ラ
ワ
ー
ハ
イ
ツ
ー
ー
2
0
1
号

　
　
　
　
事
務
局
長
　
小
森
　
芳
次

　
F
４
２
２
－
４
５
－
６
５
６
８

　
ご
寄
付

　
　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
寄
行
者

全
２
千
円

　
　
　
壬
生
町
健
康
教
室
友
の
今
様

金
５
千
円

　
　
　
至
宝
マ
ジ
ヴ
ク
グ
ル
ー
プ
様

●
町
県
民
税
（
４
期
）

●
国
民
年
金
（
1
0
期
）

　
（
納
期
限
１
月
3
1
日
）

　
納
期
際
間
際
に
は
、
納
付
窓
口

　
が
大
変
温
み
合
い
ま
す
。

　
早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

１
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老人保健制度の改正
　老人保健法（70歳以上のお生寄りに対する医療な

どを定めた法律）が改正されました。

　今回の改正は、介護体制の充実と老人保健制度の

長期的安定を目指して行われたものです。

一部負担金が変わります

　医療機関の窓口で支払う一部負担金が、平成４年

１月から外米１月900円､入院１日600円になります。

平成３年12月

まで（現行）

平成４年１月

　～５年３月

平成５年４月

　～７年３月

外来 １月　800円 １月　　900円 １月1,000円

入院 １日　400円 １日　　600円 １日　　700円

○外来の各医療機関ごとに月の最初の子読日に方よ/○外来の各医療機関ごとに月の最初の受診日に支払

　う方式は変わりません。

○低所得者の入院時一部負担金については、現行通

　り１日300円（２か月限度、その後無料）です。

○平成７年４月からは、消費者物価の変動率に応じ

　て一部負担金が変わります。

老人訪問者看護制度の創設

　家庭で寝たきりなどの状態にあるお年寄りに対し

て、新たに設置される老人訪問看護ステーションか

ら看護婦などが訪問し、訪問看護サービスを行う制

度が創設されます。【平成４年４月から】

○訪問看護サービスを希望される方は、かかりつけ

　の医師または老人訪問看護ステーションに中し込

　んでください｡（かかりつけの医師の指示が必要）

　］老人保健施設の入所対象者巻拡大

　65歳未満の初老期痴呆（アルツハイマー病等）の

患者の方も、老人保健施設の利用ができるようにな

ります。【平成４年１月から】

　　現役世代の負担が軽減

　老人保健施設や介護体制の整った老人病院の入院

費などについて、国や地方公共団体の負担割合が拡

大されることや一部負担金の改正、被用者保険への

助成措置の拡大により、制度を支える現役世代の負

担が軽減されます。
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